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李
商
隠
の

「
漫
成
」
三土
日寸

一
組
に
つ
い
て

合口

j荷

江

い
わ
ゆ
る
グ
論
詩
絶
句
。
は
、
杜
甫
が
始
め
た
と
い
わ
れ
る
。
後
世
、
金
の
一
万
好
問
、
清
の
王
士
禎
ら
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
発
展
し
た

五
章
」
と
「
漫
成
三
首
」
で
あ
る
。

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
晩
唐
の
李
商
隠
に
も
、
杜
甫
の
そ
う
し
た
絶
句
に
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
作
が
あ
る
。
「
漫
成

い
ま
ま
で
、
か
論
詩
絶
句
。
全
般
に
渡
る
論
究
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
李
商
隠
の
こ
れ
ら
の
詩
に
つ
い
て

は
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
小
稿
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
詩
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

（ー）
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李
商
隠
の
「
漫
成
五
章
」
及
び
「
漫
成
三
首
」
に
つ
い
て
、
従
来
ど
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
き
た
か
、
杜
甫
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
も

の
を
挙
げ
よ
う
。

「
漫
成
五
章
」
に
つ
い
て
は

次
の
例
が
あ
る
。

古
来
論
詩
者
。
子
美
戯
為
六
絶
句
。
義
山
漫
成
五
章
。
東
城
次
韻
孔
毅
父
五
首
。

又
読
孟
郊
詩
二
首
。
遺
山
漢
謡
貌
什
云
云
三
十
首
。

又
済
南
雑
詩
十
首
。
議
論
聞
発
。
皆
有
妙
理
。

昔
か
ら
い
ま
ま
で
に
詩
を
論
じ
た
の
は
、
杜
子
美
の
「
戯
れ
に
六
絶
句
を
為
る
」
、
李
義
山
の
「
漫
成
五
章
」
、
蘇
東
城
の
「
孔
毅
父
に

次
韻
す
五
首
」
、

そ
し
て
「
孟
郊
の
詩
を
読
む
二
首
」
、

元
遺
山
の
「
漢
謡
貌
什
：
二
二
十
首
」
、

そ
し
て
「
済
南
雑
詩
十
首
」
で
あ
る
。
そ



れ
ら
の
議
論
は

人
の
気
付
か
ぬ
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し

い
ず
れ
に
も
す
ぐ
れ
た
道
理
が
あ
る
。目

安
『
古
歓
堂
雑
著
』
巻
一

「
一
一
一
附
斗
詩
」

杜
子
美
有
戯
為
六
絶
句
。
論
文
章
之
正
変
c

義
山
佑
之
。

杜
子
美
に
「
戯
れ
に
六
絶
句
を
為
る
」
と
い
う
作
が
あ
り
、

文
章
の
正
風
・
変
雅
を
論
じ
て
い
る
。
李
義
山
は
そ
れ
に
な
ら
っ
た
の
で

あ
る
。

『
重
訂
李
義
山
詩
茎
注
』
巻
中
「
漫
成
五
章
」
程
夢
星
按
語

此
五
篇
之
線
索
。

而
義
山
一
生
喫
緊
之
篇
章
也
。
其
体
格
則
全
坊
老
杜
。

こ
の
五
篇
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
探
り
も
と
め
て
、

そ
れ
ら
が
李
義
山
の
一
生
に
お
け
る
大
事
な
篇
章
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。
そ
れ
ら

の
内
容
と
詩
体
は
、
す
べ
て
杜
甫
に
な
ら
っ
て
い
る
。

-44-

『
玉
渓
生
詩
詳
註
」
巻
二
「
漫
成
五
章
」
高
浩
按
語

ま
た
、
「
漫
成
三
首
」
に
つ
い
て
は

次
の
例
が
あ
る
。

抑
揚
反
覆
。
干
少
陵
之
戯
為
六
絶
句
也
。
直
神
似
之
。
宣
止
伯
仲
之
間
子
。

（
こ
れ
ら
の
詩
の
）
ほ
め
た
り
け
な
し
た
り
す
る
調
子
の
上
げ
下
げ
は
、
杜
少
陵
の
「
戯
れ
に
六
絶
句
を
為
る
」
に
お
け
る
の
と
、

宇
品
つ

す
ぐ
な
精
神
が
似
て
い
る
。

ど
う
し
て
相
匹
敵
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
止
ま
ろ
う
か
。

『
玉
渓
生
詩
茎
」
巻
上
「
漫
成
三
首
」
銭
龍
悌
按
語

此
幼
少
陵
戯
為
六
絶
句
而
作
。

こ
れ
は
杜
少
陵
の
「
戯
れ
に
六
絶
句
を
為
る
」
に
な
ら
っ
て
作
っ
た
の
で
あ
る
。



朱
鶴
齢
筆
注
沈
厚
域
輯
評
『
李
義
山
詩
集
』
巻
上
「
漫
成
三
首
」
朱
繋
尊
評

此
種
絶
句
侶
自
工
部
。

こ
の
た
ぐ
い
の
絶
句
は
社
工
部
か
ら
う
た
い
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

同
右
紀
向
評

清
初
の
朱
鼻
持
汁
尊
を
は
じ
め
と
し
て

い
ず
れ
の
例
も
清
人
の
も
の
で
あ
り
、
李
商
隠
の
こ
ろ
よ
り
か
な
り
時
代
が
下
る
が
、
こ
れ
は
、
李

商
隠
の
詩
に
注
を
施
す
こ
と
が
本
格
化
す
る
時
期
と
呼
応
し
て
い
る
。
例
の
中
の
程
夢
星
・
ぬ
浩
は
注
を
作
っ
た
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

さ
ら
に
下
っ
た
光
緒
年
聞
の
人
宗
廷
輔
に
『
古
今
論
詩
絶
句
』
輯
注
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
李
商
隠
の
詩
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
で
は
ど
ん

な
詩
が
採
ら
れ
て
い
る
か

目
次
に
よ
っ
て
列
挙
し
て
み
よ
う
。

杜
甫
「
戯
為
六
絶
」

，、JA斗

戴
復
古
「
昭
武
太
守
王
子
文
日
与
李
買
厳
羽
共
観
前
輩
一
両
家
詩
及
晩
唐
詩
。
因
有
論
詩
十
絶
。

子
丈
見
之
謂
。
無
甚
高
論
。
亦
可
作

詩
家
小
学
須
知
。
」

一
冗
好
問
「
論
詩
三
十
首
」

「
論
詩
三
首
」

「
白
題
中
州
集
後
五
首
」

方
孝
嬬
「
談
詩
五
首
」

李
漉
「
絶
句
」
（
二
首
）

（
宗
廷
輔
按
語
）
「
按
詩
似
不
止
此
二
首
。
今
嵩
渚
集
未
見
。
此
従
列
朝
詩
伝
録
出
。
」



王
士
禎
「
戯
倣
元
遺
山
論
詩
絶
句
三
十
六
首
」
一
語
附
録
王
肱
涜
一
瓦
注

厳
虞
惇
「
偶
題
四
絶
句
」

哀
枚
「
倣
元
遺
山
論
詩
絶
句
三
十
八
首
井
序
」
遺
山
論
詩
古
多
今
少
。
予
古
少
今
多
。
兼
懐
人
故
也
。
其
所
未
見
。
与
雄
見
而
胸
中
無
所

軒
軽
者
。
倶
付
闘
如
。

洪
亮
吉
「
道
中
無
事
。
偶
作
論
詩
絶
句
二
十
首
」

張
関
陶
「
論
詩
十
二
絶
句
」

彰
誼
章
「
題
一
克
人
詩
十
二
首
」

蒋
士
詮
「
論
詩
雑
詠
二
十
首
」

〆戸ー、、
------, 

」
、
句
点
及
び

）
内
は
筆
者
に
よ
る
。
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以
上
、
十
二
人
の
グ
論
詩
絶
句
。
が
採
ら
れ
て
い
る
。
十
字
商
隠
の
詩
は
な
ぜ
採
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、

と
の
疑
問
が
わ
く
が
、
撰

者
宗
廷
輔
の
選
定
基
準
を
推
し
測
る
に

①
詩
形
は
七
言
絶
句
で
あ
る
こ
と
。

②
内
容
は
詩
及
ぴ
詩
人
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
。

③
二
首
以
上
の
連
作
で
あ
る
こ
と
。

の
三
つ
で
あ
る
ら
し
い
。
｛
一
不
廷
輔
は
と
く
に
選
定
基
準
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
が
、

採
っ
て
い
る
作
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、

こ
の
三
つ
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

と
な
れ
ば
、
李
商
隠
の
「
漫
成
五
章
」
は
②
の
基
準
を
満
た
き
な
い
し
、
「
漫
成
三
首
」
は
①
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
の



で
、
選
に
漏
れ
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
李
商
隠
の
こ
れ
ら
の
詩
を
ど
の
よ
う
に
捉
ら
え
た
ら
い
い
の
か
。
作
品
に
即
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

（二）

ま
ず
、
「
浸
成
五
章
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
詩
は
全
て
『
唐
詩
百
名
家
全
集
』
所
収
「
李
商
隠
詩
集
』
三
巻
（
清
席
啓
寓
輯

康
配
…
四
十

年
序
洞
庭
席
氏
刊
本
）

に
よ
る
。

其
沈
宋
裁
詞
衿
変
律

沈
宋

詞
を
裁
っ
て

変
律
を
於
り

王
楊
落
筆
得
良
朋

王
楊

自字筆
らかを白
三田お －；~ζ 

~； t 'C 
刀言 、

師
グ〉

妙
良
朋
を
得

吋－A斗

当
時
自
謂
宗
師
妙

当
時

今
日
惟
観
対
属
能

A、---, 
日

惟
だ
観
る
対
属
の
能

第
一
首
は
、
沈
怜
期
・
宋
之
問
、
初
唐
の
四
傑
に
つ
い
て
詠
じ
て
い
る
。
「
王
楊
」
と
い
え
ば
、
「
王
楊
直
路
は
当
時
の
体
」
で
は
じ
ま
る

社
甫
の
「
戯
れ
に
六
絶
句
を
為
る
」
第
二
首
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
。
「
沈
宋
」
の
方
は
、
杜
甫
の
「
秋
日
要
府
に
て
詠
懐
し
、
鄭
監
審
李
賓

紋
ち
聯
劇
」
と
あ
る
が
、
李
商
隠
が
社
甫
の
こ
の
詩
を
意
識
し
た
か
ど
う

客
之
芳
に
寄
せ
奉
る
一
百
韻
」
詩
に
「
陰
何

尚
お
清
省
、
沈
宋

か
は
わ
か
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
杜
甫
の
「
戯
れ
に
六
絶
句
を
為
る
」
は
、
十
字
商
隠
の
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

李
商
隠
は
こ
の
詩
に
お
い
て
、
沈
伶
期
・
宋
之
問
、

王
勃
・
楊
畑
は
、
当
時
、
自
分
た
ち
と
し
て
は
、
後
世
の
詩
人
た
ち
か
ら
宗
師
と
仰

が
れ
る
に
足
る
功
績
を
残
し
た
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
今
日
の
詩
人
た
ち
は
、
彼
ら
の
対
句
の
う
ま
さ
し
か
認
め
て
い
な
い
、

と
詠
じ
て
い



る
。
初
唐
の
四
傑
の
中
の
直
照
隣
・
賂
賓
王
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
近
体
よ
り
は
古
体
に
長
ず
る
詩
人
た
ち
な
の
で
、
厳
密
に
い
っ
て
、

対
句
す
な
わ
ち
近
体
の
上
手
の
対
象
か
ら
は
外
れ
る
で
あ
ろ
う
。
沈
宋
・
王
楊
に
対
す
る
後
世
の
詩
人
た
ち
の
不
当
な
評
価
を
指
摘
し
て
い

る
と
い
う
点
で
、
李
商
隠
の
主
旨
は
、
杜
甫
が
「
戯
れ
に
六
絶
句
を
為
る
」

の
中
で
、
初
唐
の
四
傑
を
正
当
に
評
価
し
、

四
傑
を
笑
い
、
軽

視
す
る
同
時
代
の
詩
人
た
ち
を
批
判
す
る
姿
勢
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
杜
甫
が
「
爾
が
曹

身
と
名
と
倶
に
滅
す
る
も
、
廃
せ
ず
江

河
の
万
古
に
流
る
る
を
」
と
、

同
時
代
の
詩
人
た
ち
に
積
極
的
な
攻
撃
の
こ
と
ば
を
浴
び
せ
る
の
に
比
べ
て
、
李
商
隠
の
一
一
誠
み
ぶ
り
は
、

や

や
虚
無
的
で
、
皮
肉
っ
ぽ
く
さ
え
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
「
漢
宮
詞
」
や
「
買
生
」
な
ど
の
詠
史
詩
に
も
見
ら
れ
、
李
商

隠
の
一
つ
の
特
色
と
い
え
よ
う
。

諸
評
注
の
中
で
、
桃
培
謙
は
杜
詩
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

王
楊
沈
宋
。

乃
唐
初
応
運
而
興
者
。
宣
料
世
無
具
眼
。
皮
相
至
此
。

即
少
陵
所
謂
軽
薄
為
丈
晒
未
休
也
。
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王
楊
・
沈
宋
は
唐
初
に
天
命
に
応
じ
て
活
躍
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
世
の
人
々
に
見
る
目
が
な
く
、

こ
ん
な
に
ま
で
皮
相
と
は
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
つ
ま
り
、
杜
少
陵
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
軽
薄

文
を
為
り
晒
う
て
未
だ
休
ま
ず
」
で
あ
る
。

桃
培
謙
茎
注
『
太
子
義
山
詩
集
』
巻
一
六
「
漫
成
」

他
に
、

程
夢
星
・
局
浩
ら
は
、
李
商
隠
が
令
狐
楚
か
ら
章
奏
の
文
す
な
わ
ち
耕
一
慨
文
を
手
解
き
さ
れ
た
こ
と
と
結
び
つ
け
て
い
る
が
、
こ

れ
は
附
会
し
て
い
る
と
思
う
。

其
李
杜
操
持
事
略
斉

7に
ーナ

杜

操
持

事

略；；

斉
し

三
才
万
象
共
端
侃

三
才

万
象

共
に
端
侃
す



集
仙
殿
与
金
霊
殿

可
是
蒼
蝿
惑
曙
難

可2集
つ仙
て殿
是主と

／＼ 
豆

霊
殿
と

蒼
蝿

曙
難
を
惑
わ
す

第
二
首
は
李
白
・
杜
甫
に
つ
い
て
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
二
大
詩
人
に
つ
い
て
は
、

一
芯
植
一
の
「
唐
検
校
工
部
員
外
郎
杜
君
墓
係
銘
井
び
に
序
」

そ
れ
を
受
け
て
の
韓
愈
の
「
張
籍
を
調
る
」
詩
、
ま
た
白
居
易
の
「
一
瓦
九
に
与
う
る
書
」
に
お
け
る
二
一
一
口
及
な
ど
、
様
々
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
優
劣
が
論
じ
ら
れ
つ
つ
も
、
大
方
、
李
杜
と
並
称
き
れ
て
い
る
。

に
お
け
る
議
論
、

李
商
隠
は

こ
の
詩
に
お
い
て
、
李
社
の
詩
人
と
し
て
の
偉
大
き
を
詠
じ
な
が
ら
も
、
政
治
的
に
は
不
遇
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
た
っ
て
い

る
。
「
集
仙
殿
」
は
開
一
花
十
二
年
に
集
賢
殿
と
改
め
ら
れ
た
が
、
杜
甫
が
玄
宗
に
「
二
一
大
礼
賦
」
を
献
じ
、
集
賢
院
待
制
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
。
「
金
霊
殿
」
は
李
白
が
賀
知
章
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
玄
宗
に
謁
見
し
た
と
こ
ろ
。
「
蒼
蝿
惑
曙
難
」
は
『
詩
経
』
斉
風
「
雑
鳴
」
に

「
雑
則
ち
鳴
く
に
匠
ず
、
蒼
蝿
の
声
な
り
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
あ
お
ば
え
の
羽
音
が
夜
明
け
の
に
わ
と
り
の
声
と
間
違
わ
れ
る
よ
う
に
、

あ
お
ば
え
の
よ
う
な
議
伎
の
臣
に
よ
っ
て
、
李
白
も
杜
甫
も
朝
廷
か
ら
遠
ぎ
け
ら
れ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
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諸
評
注
の
う
ち
、
何
悼
と
程
夢
星
は
、
李
商
隠
自
身
の
不
遇
を
表
わ
し
て
い
る
と
み
て
い
る
。

程
夢
星
は
こ
の
詩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

一口、っ。
第
二
章
硯
遭
議
誘
不
得
立
朝
也
。
首
句
言
李
杜
操
持
略
向
。
猶
己
之
道
直
而
窮
不
求
人
知
也
。
次
句
言
李
杜
之
才
三
才
万
象
共
一
端
侃
。

猶
己
之
博
学
強
記
下
筆
不
休
也
。
三
句
言
杜
之
待
制
集
賢
。
李
之
召
見
金
響
。
猶
己
之
釈
褐
秘
書
也
。

四
句
二
一
百
李
遭
力
士
之
誘
。
社
遇

林
甫
之
忌
。
克
能
量
惑
君
、
心
。

阻
其
進
用
。
是
皆
蒼
蝿
惑
曙
難
耳
。
猶
己
之
遭
議
佐
幕
。
克
不
得
通
籍
於
朝
也
。

第
二
首
は
、
議
誘
に
あ
っ
て
朝
廷
に
立
て
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
起
句
に
、
李
杜
は
そ
の
節
操
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う

の
は
、
李
商
隠
自
身
の
道
が
ま
っ
す
ぐ
で
、
窮
し
て
も
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
承
句
に
、
李
杜



の
才
は
天
地
人
の
は
た
ら
き
や
万
象
を
と
も
に
ひ
た
す
ら
推
し
測
ろ
う
と
し
た
と
い
う
の
は
、
李
商
隠
自
身
の
博
学
強
記
で
、
詩
を
作
っ

て
や
め
な
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
転
句
に
、
杜
は
集
賢
に
待
制
し
、
李
は
金
饗
に
百
見
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
十
字
商
隠
自
身
が
秘

書
省
に
出
仕
し
た
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
結
句
に
、
李
は
高
力
士
に
誘
ら
れ
、
社
は
李
林
甫
に
き
ら
わ
れ
、
と
う
と
う
君
心
を
ま
ど
わ

い
ず
れ
も
あ
お
ば
え
が
夜
明
け
の
に
わ
と
り
か
と
人
を
ま
ど
わ
す
の
に
は
か
な

す
も
の
に

用
い
ら
れ
る
の
を
邪
魔
さ
れ
た
こ
と
は

ら
な
い
と
い
う
の
は
、
李
商
隠
自
身
が
粛
言
に
あ
っ
て
節
度
使
の
幕
僚
と
な
り
、
朝
廷
に
仕
官
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

『
重
訂
李
義
山
詩
筆
注
』
巻
中
「
漫
成
五
章
」

程
夢
星
は
、
李
商
隠
の
詩
の
一
句
一
句
に
つ
い
て
、
寄
託
す
る
と
こ
ろ
を
示
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
穿
撃
に
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
何
悼
は

次
の
よ
う
に
言
う
。

此
嘆
己
之
不
遇
時
主
如
李
社
也
。
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こ
の
詩
は
、
李
商
隠
自
身
が
当
時
、

君
主
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
十
字
社
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

『
義
門
読
書
記
』
「
李
義
山
詩
集
」
巻
下

何
悼
の
発
言
の
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
他
に
、
朱
葬
尊
に
引
か
れ
る
楊
守
知
目
、

そ
し
て
凋
浩
は
、

や
は
り
令
狐
楚
の
子
令
狐
絢
と
の
関
わ
り

に
結
び
つ
け
て
い
る
が
、
寄
託
す
る
と
こ
ろ
を
そ
こ
ま
で
具
体
的
に
す
べ
き
論
拠
は
な
い
。

む
し
ろ
、
李
商
隠
が
第
二
首
に
お
い
て
、

文
学
に
お
け
る
評
価
に
加
え
て
、

政
治
の
場
で
の
遇
不
遇
を
も
詠
じ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
杜
甫
の
「
戯
れ
に
六
絶
句
を
為
る
」
と
は
異
な
る
方
向
を
一
不
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
る
。

宜ハ一

生
児
古
有
孫
征
虜

児
を
生
む
に
古
は
孫
征
虜
有
り



嫁
女
今
無
王
右
軍

女
を
嫁
す
に
今
は
王
右
軍
無
し

借
問
琴
書
終
一
世

借
問
す
＝琵

分書
をに
仰－
ぐ世
にを
何こ終
如ムう
ぞる
lま

何
如
旗
蓋
仰
三
分

旗
蓋

第
三
首
に
お
い
て
は
、

文
武
の
優
劣
を
問
う
。
も
う
、
詩
人
に
つ
い
て
、
或
い
は
文
学
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
な
く
な
る
。
「
孫
征
虜
」
と

は
三
国
呉
の
孫
権
の
こ
と
。
『
三
国
志
』
巻
四
十
七
呉
書

孫
権
の
伝
の
注
に
『
旦
ハ
歴
』
を
引
き
、
苗
日
操
が
濡
須
を
出
て
、

油
船
を
作
り
、
夜

中
州
に
渡
っ
た
と
き
、
孫
権
の
水
軍
の
整
議
な
の
を
見
て
、
「
子
を
生
み
て
は
当
に
孫
仲
謀
の
如
か
る
べ
し
、
劉
景
升
の
児
子
は
豚
犬
の
若
き

耳
。
」
と
言
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
孫
権
は
討
虜
将
軍
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
「
孫
征
虜
」
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
王
右
軍
」
と
は
東

晋
の
王
義
之
の
こ
と
。
『
晋
書
』
巻
八
十

王
義
之
の
伝
に
、
太
尉
の
部
撃
が
門
生
を
遣
わ
し
て
王
導
の
と
こ
ろ
へ
婿
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

王

氏
の
子
弟
は
み
な
か
し
こ
ま
っ
て
い
た
が

ひ
と
り
だ
け
寝
こ
ろ
ん
で
も
の
を
食
べ
、
何
も
耳
に
入
ら
な
い
か
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
が
い
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た
と
い
う
。
郊
撃
は
、

そ
れ
こ
そ
良
い
婿
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
、

訪
ね
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
は
王
義
之
だ
っ
た
の
で
、
彼
を
婿
に
し
た
と
い

つ
話
が
見
え
る
。

孫
権
は
グ
武
4

の
代
表
と
し
て
、

王
義
之
は
か
文
4

の
代
表
と
し
て
対
峠
し
て
い
る
。
「
王
右
軍
」
と
い
う
の
は
、
対
句
に
す
る
た
め
と
、

韻
を
踏
む
た
め
で
あ
っ
て
、

い
ま
の
場
合
グ
武
。
を
意
味
し
な
い
。
李
商
隠
は
、
孫
権
や
王
義
之
の
よ
う
な
武
勇
や
風
流
を
誇
る
に
足
る
人

物
は

い
ま
や
見
出
せ
な
い
が
、

き
て
、

王
義
之
の
よ
う
に
弾
琴
読
書
し
て
一
生
を
終
え
る
の
と
、
孫
権
の
よ
う
に
軍
旗
儀
伎
を
立
て
、

天

を
三
分
し
て
仰
ぐ
の
と
ど
ち
ら
が
優
る
の
か
、

と
詠
じ
て
い
る
。
「
何
如
」
と
い
う
場
合
、

こ
の
こ
と
ば
の
後
に
来
る
事
柄
が
優
る
の
が
通
常

で
あ
る
か
ら
、
李
商
隠
は
、
孫
権
の
方
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
か
文
。
よ
り
グ
武
。
で
あ
る
と
い
う
、
李
商
隠
に
と
っ
て
は

自
己
否
定
的
な
考
え
は
、
他
の
詩
に
も
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
騎
児
詩
」
に
、



耶
昔
好
読
書

懇
苦
自
著
述

惟
山
惇
欲
四
十

無
肉
畏
蚤
凪

児
慎
勿
学
耶

読
書
求
甲
乙

穣
五
司
馬
法

張
良
黄
石
術

便
為
帝
王
師

不
仮
更
繊
志

況
今
西
与
北

先
戎
正
狂
惇

訴
赦
両
未
成

将
養
如
癌
疾

児
当
速
成
大

探
雛
入
虎
窟

当
為
万
戸
侯

懇
苦
し
てー
白子読
ら”書
著を
述好
すみ
る

耶
は
昔

慌
惇
し
て
四
十
に
な
ら
ん
と
欲

肉
無
く
し
て
歪
凪
を
畏
る

児
よ
慎
し
み
て
耶
が

読
書
し
て
甲
乙
を
求
む
る
を
学
ぶ
予
｝
と
勿
れ

穣
_§_ 

司
馬
の
法

張
良

黄
石
の
術

便
ち
帝
王
の
師
為
り

-52-

更
に
繊
患
な
る
を
仮
ら
ざ
る
な
り

況
ん
や
今

西
と
北
と
に

充
戎

正
に
狂
惇
す
る
を
や

訴
赦

両
つ
な
が
ら
未
だ
成
ら
ず

将
養
し
て
癌
疾
の
如
し

児
よ
当
に
速
や
か
に
成
大
し
て

雛
を
探
り
て
虎
窟
に
入
る
べ
し

当
に
万
戸
の
侯
と
為
る
べ
く



勿
守
一
一
位
朕

一
経
の
映
を
守
る
こ
と
勿
れ

と
う
た
わ
れ
、
李
商
隠
は
わ
が
子
に
、

父
の
よ
う
に
読
書
し
て
科
挙
を
受
け
た
り
せ
ず
、
穣
豆
、
や
張
良
の
よ
う
に
兵
術
を
修
め
て
武
将
に
な

れ
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
江
亭
に
散
席
し
て
、
柳
路
を
循
り
、
吟
じ
て
官
舎
に
帰
る
」
詩
に
、

む
く
い

詩
従
り
何
の
報
を
か
得
ん

従
詩
得
何
報

唯
感
二
毛
催

唯
だ
感
ず
二
毛
の
催
す
を

と
、
詩
作
に
励
ん
で
得
た
も
の
は
白
髪
だ
け
だ
と
白
噸
す
る
。
李
商
隠
が
本
心
か
ら
文
学
す
る
自
己
を
否
定
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
が
、

こ
れ
は
各
地
の
節
度
使
の
幕
僚
を
し
て
転
々
と
す
る
李
商
隠
の
悲
し
い
現
実
認
識
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

朱
長
持
尊
が
引
く
楊
守
知
目
、

そ
し
て
何
悼
、

程
夢
星
、

場
浩
は
、
李
商
隠
が
王
茂
一
花
の
娘
と
結
婚
し
て
今
狐
楚
の
子
令
狐
絢
に
憎
ま
れ
た
こ

と
と
こ
の
詩
を
結
び
つ
け
る
が

こ
れ
も
根
拠
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。

、、v戸、J

其
四

代
北
偏
師
街
使
節

代
北
の
偏
師

使
節
を
街
み

関
東
禅
将
建
行
台

関
東
の
禅
将

不
妨
常
日
鏡
軽
薄

妨
げ
ず

常

戎；日ー
にc f丁
臨軽台
ん薄を
で売 4 建
昔鏡Zつ
完全 す

をを
用
つ
る
を

旦
喜
臨
戎
用
草
莱

且
つ
喜
ぶ

第
四
首
は
全
く
文
学
と
関
係
の
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
首
に
、
か
文
。
よ
り
か
武
α

だ
と
詠
じ
て
い
て
、
第
四
首
に
お
い
て
、

は

た
し
て
か
武
。
を
も
っ
ぱ
ら
詠
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
詩
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
諸
評
注
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
大
き
く

は
三
つ
に
分
け
ら
れ
よ
う
。



第
一
は
、

王
茂
元
と
の
こ
と
に
結
び
つ
け
る
解
釈
で
、
朱
整
尊
が
引
く
楊
守
知
目
、

そ
し
て
何
悼
、

程
夢
星
の
考
え
で
あ
る
。

楊
云
。
此
言
入
河
陽
幕
也
。

楊
（
守
智

が
い
、
フ
に
は

こ
の
詩
は
河
陽
（
節
度
使
王
茂
元
）

の
幕
に
入
っ
た
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。

朱
鶴
齢
茎
注
沈
厚
域
輯
評
『
太
子
義
山
詩
集
』
巻
中
朱
葬
尊
引
楊
守
智

第
四
首
前
二
句
専
指
茂
元
。
後
二
句
言
昨
為
掌
書
記
也
。

第
四
首
の
前
二
句
は
、
も
っ
ぱ
ら
王
茂
元
を
指
し
、
後
二
句
は
（
李
商
隠
が
）
百
し
出
さ
れ
て
掌
書
記
と
な
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

同
右
何
悼
評

第
四
章
耽
従
事
於
軍
戎
也
。
唐
書
会
昌
三
年
。
成
徳
軍
節
度
使
王
元
達
為
北
面
招
討
沢
瀦
使
。
貌
博
節
度
使
何
弘
敬
為
東
面
招
討
沢
泌

使
。
及
王
茂
元
劉
河
。
討
劉
穂
。
首
句
言
王
一
瓦
注
何
弘
敬
為
招
討
也
。
次
句
言
劉
河
為
振
武
牙
将
。
今
為
河
東
節
度
使
。
共
討
劉
模
也
。

A
『戸、J

三
四
句
言
平
時
武
臣
不
重
文
士
。
当
此
。
軍
書
芳
午
。
磨
盾
書
撒
。
尚
仮
手
於
嗣
嗣
之
書
記
。
為
可
喜
也
。
時
義
山
在
茂
元
軍
中
嘗
有

代
茂
一
瓦
椴
劉
権
、
文
。
義
山
既
為
茂
元
愛
培
。
則
軽
薄
之
語
断
不
指
茂
元
。
或
当
時
軍
中
有
軽
薄
義
山
者
。
故
一
五
然
耳
。

第
四
首
は
、

軍
隊
に
仕
え
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
『
唐
書
』
に
、
会
昌
三
年
、
成
徳
軍
節
度
使
王
一
万
達
は
北
面
招
討
沢
瀦
使
と
な
り
、

貌
博
節
度
使
何
弘
敬
は
東
面
招
討
沢
路
使
と
な
り
、

さ
ら
に
王
茂
元
・
劉
汚
と
が
劉
傾
を
討
っ
た
と
み
え
る
。
起
句
は
、

王
一
元
蓬
・
何

弘
敬
が
招
討
と
な
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
承
句
は
、
劉
河
が
昔
、
振
武
牙
将
と
な
り
、
今
、

河
東
節
度
使
と
な
っ
て
、

い
っ
l
v
よ

に
劉
積
を
討
つ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
転
句
結
句
は
、
平
和
な
時
に
は
武
臣
は
文
人
を
重
ん
じ
な
い
が
、
こ
の
と
き
に
な
っ
て
、

軍
中

の
文
書
が
頻
繁
に
や
り
と
り
さ
れ
、
盾
を
磨
き
、
撤
文
を
書
く
の
に

一
介
の
書
記
の
手
き
え
も
借
り
る
の
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
と
言
っ
て
い
る
。

と
き
に
、
李
義
山
は
王
茂
元
の
軍
中
に
あ
っ
て
、

以
前
王
茂
元
に
代
わ
っ
て
、
劉
棋
へ
の
椴
文
を
書
い
た
こ
と
が



あ
っ
た
。
李
義
山
は
す
で
に
王
茂
一
万
の
気
に
入
り
の
婿
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
軽
薄
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
決
し
て
王
茂
元

を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
当
時
、
軍
中
に
李
義
山
を
軽
視
す
る
人
が
い
た
の
で
、
そ
う
言
っ
た
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
重
訂
李
義
山
詩
筆
注
』
巻
中
程
夢
星
按
語

第
二
は
、

と
く
に
具
体
的
な
事
柄
に
は
結
び
つ
け
な
い
解
釈
で
あ
る
。
桃
培
謙
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

自
藩
鎮
騎
恋
。

士
多
屈
節
於
幕
府
。

而
李
杜
之
標
格
。
不
可
問
失
。
無
気
骨
。
罵
得
有
文
章
。

藩
鎮
が
嬬
恋
に
な
っ
て
か
ら
、
官
吏
で
幕
府
に
節
を
屈
し
て
仕
え
る
者
が
多
く
な
っ
た
。
李
白
・
杜
甫
の
よ
う
な
品
格
な
ど
を
望
む

べ
く
も
な
い
。
気
骨
が
な
く
て
、

ど
う
し
て
文
学
を
創
造
で
き
よ
、
っ
か
。

『
李
義
山
詩
集
」
巻
十
六

ま
た
、
屈
復
は
次
の
よ
う
に
ニ
一
一
口
う
。
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四
首
言
街
節
建
台
。
内
外
皆
軽
薄
之
人
。
罵
得
不
敗
。
且
喜
者
。
不
尽
之
詞
。

及
臨
戎
而
方
用
草
葉
。
恐
其
晩
也
。

第
四
首
は
、
使
節
を
受
け
る
の
も
、
行
台
を
建
て
る
の
も
、
内
外
と
も
に
軽
薄
の
人
で
、

ど
う
し
て
負
け
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
と
言
っ

て
い
る
。
「
且
つ
喜
ぶ
」
と
は
、
尽
き
せ
ぬ
深
意
を
含
ん
だ
こ
と
ば
で
あ
る
。

い
ざ
戦
争
に
な
っ
て

や
っ
と
民
間
の
人
を
用
い
て
も
、

お
そ
ら
く
も
う
お
そ
い
で
あ
ろ
う
。

『
玉
渓
生
詩
意
』
巻
七

第
三
は
、

石
雄
と
い
う
武
将
の
こ
と
に
結
び
つ
け
る
解
釈
で
、
高
浩
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

四
章
代
北
二
句
。
専
為
石
雄
発
。
以
見
李
衛
公
之
善
任
人
也
。

旧
新
書
及
通
鑑
目
。
雄
徐
州
人
。
系
寒
。
不
知
其
先
所
来
。
曾
為
壁
州

刺
史
。

以
王
智
興
詔
奏
。
長
流
白
州
。
太
和
中
党
項
定
河
西
。
選
求
武
士
。

乃
召
還
。
隷
振
武
軍
使
劉
河
為
禅
将
。
会
昌
初
回
鵠
烏
介



可
汗
奉
太
和
公
主
犯
雲
朔
北
川
。

詔
移
河
河
東
節
度
。
汚
以
太
原
之
師
屯
雲
州
。
雄
受
河
之
教
。
自
選
勤
騎
三
千
。
月
暗
発
馬
邑
。
直

犯
烏
介
牙
。
追
撃
之
。
遂
迎
公
主
還
。

正
代
北
之
地
。
故
日
代
北
偏
師
也
。

河
東
道
諸
州
皆
関
東
也
。
雄
起
白
偏
禅
。
以
功
授
天
徳
防

禦
副
使
。
遷
河
中
手
晋
粋
行
営
節
度
。
則
建
行
台
失
。
振
武
軍
在
単
子
東
都
議
府
。

天
徳
軍
在
豊
州
中
受
降
城
西
之
大
同
川
。
皆
関
内

道
之
辺
。
与
河
東
道
之
辺
椅
角
以
禦
北
秋
。
雄
之
立
功
。
実
在
関
東
。

旧
本
皆
作
東
。
朱
氏
作
中
。
誤
也
。

路
之
役
。
雄
功
最
多
。
二

句
蓋
統
指
破
四
位
平
昭
義
之
事
。
其
後
又
移
河
陽
鳳
矧
両
鎮
。

而
王
宰
者
。
智
興
之
子
。
数
泣
陥
之
。
会
徳
裕
罷
相
。
因
代
帰
。
雄
白

陳
黒
山
鳥
嶺
之
功
。
求
一
一
鎮
以
終
老
。
執
政
以
徳
裕
所
薦
。
僅
除
龍
武
統
軍
。
失
勢
快
快
。
聞
徳
裕
庇
。
発
疾
而
卒
。
雄
本
系
寒
。
又

召
自
流
所
。
党
人
既
排
掻
於
徳
裕
罷
相
之
後
。

必
早
軽
薄
於
徳
裕
委
任
之
時
。
故
日
不
妨
常
日
鏡
軽
薄
。
且
喜
臨
戎
用
草
莱
也
。
其
時

名
将
。
劉
石
並
称
。
然
河
不
可
云
草
莱
。
且
義
而
有
勇
。
竿
有
雄
之
比
者
。
故
武
宗
李
相
於
諸
将
中
最
賞
識
者
惟
雄
也
。
雄
為
党
人
排

損
。
義
山
受
党
人
之
累
。
故
特
為
之
鳴
不
平
。

市
致
慨
於
衛
国
也
。
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第
四
首
の
「
代
北
」
二
句
は
、

も
っ
ぱ
ら
石
雄
の
た
め
に
言
っ
て
い
て
、
李
衛
公

徳
裕
）

が
人
を
用
い
る
の
が
上
手
で
あ
る
こ
と
を

表
わ
し
て
い
る
。

そ
の
祖
先
に
つ
い
て
は
わ

タ

ン

グ

ト

か
ら
な
い
。
以
前
、
壁
州
刺
史
と
な
り
、
王
智
興
の
語
奏
に
よ
っ
て
、
長
い
間
白
州
に
流
き
れ
て
い
た
。
太
和
中
、
党
項
が
河
西
に
侵

ウ
イ
ゲ
ル

召
還
さ
れ
、
振
武
軍
使
劉
河
に
し
た
が
っ
て
禅
将
と
な
っ
た
。
会
昌
の
初
め
、
回
鶴
の
烏
介
可
汗
が
太

旧
・
新
『
唐
書
』

お
よ
び
『
資
治
通
鑑
』
に
「
石
雄
は
徐
州
の
人
で
、
寒
門
の
出
身
で
、

入
し
、
武
士
を
選
ん
だ
と
き
、

和
公
主
を
奉
じ
て
、
雲
州
・
朔
州
の
北
方
の
川
を
侵
犯
し
た
の
で
、

詔
し
て
劉
河
を
河
東
節
度
に
移
し
、
汚
は
太
原
の
軍
隊
を
雲
州
に

駐
屯
さ
せ
た
。
石
雄
は
河
の
教
、
え
を
受
け
、
自
分
で
強
い
騎
馬
を
三
千
選
び
、
月
が
暗
い
と
き
に
馬
邑
を
出
発
し
、
そ
の
ま
ま
烏
介
（
可

汗
）
の
本
陣
を
襲
っ
て
、
追
撃
し
、

と
う
と
う
（
太
和
）
公
主
を
迎
え
て
還
っ
た
。
」
と
一
一
二
口
う
。

ち
ょ
う
ど
代
北
の
地
で
あ
る
の
で
、
「
代

北
の
偏
師
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
河
東
道
諸
州
は
み
な
関
東
で
あ
る
。
石
雄
が
偏
師
や
碑
将
か
ら
身
を
起
こ
し
、
そ
の
功
に
よ
っ



て
天
徳
防
禦
副
使
を
授
か
り
、

河
中
手
晋
待
行
営
節
度
に
遷
っ
た
こ
と
は
、

つ
ま
り
行
台
を
建
て
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
振
武
軍
は

単
子
東
都
護
府
に
あ
り
、

天
徳
軍
は
豊
州
の
中
受
降
城
の
西
の
大
同
川
に
あ
り
、

い
ず
れ
も
関
内
道
の
辺
境
で
あ
り

河
東
道
の
辺
境

と
と
も
に
、
牛
の
角
の
よ
う
に
北
方
異
民
族
か
ら
守
っ
て
い
る
。

石
雄
が
功
を
立
て
た
の
は
、

ま
さ
に
関
東
に
お
い
て
で
あ
り
、

｜日

本

は
み
な
「
東
」
に
作
っ
て
い
て
、
朱
鶴
齢
が
「
中
」
に
作
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

瀦
の
役
（
劉
山
恨
の
反
乱
）

で
は
、

石
雄
の
功
が
最
も

大
き
か
っ
た
。
（
前
）
二
句
は
、
思
う
に
、
回
花
を
破
っ
た
こ
と
と
昭
義
軍
を
平
定
し
た
こ
と
と
を
ま
と
め
て
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
き
ら
に
河
陽
・
鳳
朔
両
鎮
に
移
っ
た
。
し
か
し
、

王
宰
と
い
う
智
興
の
子
が
、

し
ば
し
ば
石
雄
の
官
途
の
邪
魔
を
し
た
。
李
徳

裕
が
宰
相
を
罷
め
る
と
、

そ
の
た
め
に
人
事
が
交
替
し
、

石
雄
は
自
分
で
黒
山
・
烏
嶺
の
功
を
申
し
上
げ
て
、

一
鎮
を
求
め
て
晩
年
を

過
ご
し
た
。

（
実
際
の
武
官
と
し
て
の
）
官
職
の
方
は
李
徳
裕
の
推
挙
に
よ
っ
て
、

や
っ
と
龍
武
統
軍
に
除
せ
ら
れ
、
勢
力
を
失
っ
て
心

楽
し
ま
ず
、
李
徳
裕
が
左
遷
さ
れ
た
と
聞
い
て
、
病
気
に
な
っ
て
死
ん
だ
。

石
雄
は
も
と
も
と
寒
門
の
出
身
で
、

そ
の
う
え
流
論
地
か
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ら
百
き
れ
た
の
で
、
李
徳
裕
が
宰
相
を
罷
め
た
後
、
党
人
に
排
斥
き
れ
た
か
ら
に
は
、
き
っ
と
太
子
徳
裕
が
宰
相
在
任
中
に
も
す
で
に
軽

お
お

ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
妨
げ
ず
常
日
軽
薄
せ
ら
る
る
こ
と
鏡
き
を
、
且
つ
喜
ぶ
戎
に
臨
み
て
草
莱
用
い
ら
る

る
を
」
と
三
弓
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
名
将
は
、
劉
（
河
）
・
石

（雄）

と
並
称
さ
れ
る
が
、
劉
川
は
「
草
莱
」
と
は
言
、
え
ず
、

そ
の

う
え
、
忠
義
心
が
あ
り
、
一
勇
敢
な
こ
と
に
お
い
て
、

め
っ
た
に
石
雄
に
な
ら
ぶ
者
は
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
武
｛
一
不
・
宰
相
李
徳
裕
が
、
多

く
の
武
将
の
中
で
、
最
も
そ
の
実
力
を
認
め
て
い
た
の
は
石
雄
だ
け
だ
っ
た
。

石
雄
は
党
人
に
排
斥
さ
れ
、
李
義
山
も
党
人
の
累
害
を

受
け
た
の
で
、

と
く
に
石
雄
の
た
め
に
不
平
を
鳴
ら
し
、

そ
し
て
李
衛
国
公

（
の
左
遷
き
れ
た
こ
と
）
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
玉
渓
生
詩
詳
註
』
巻
二

張
采
田
も
ほ
ぼ
ぬ
浩
は
、

同
じ
考
え
で
あ
る
が
、

た
だ
高
浩
の
詩
の
承
句
に
「
軽
薄
」
と
い
う
の
は
、

石
雄
が
党
人
に
軽
ん
ぜ
ら
れ
た
こ



と
と
解
釈
し
て
い
る
の
に
対
し
、

渇
浩
は
、
承
句
の
「
関
東
」
に
つ
い
て
、

張
采
田
は
、
李
商
隠
が
か
つ
て
李
徳
裕
を
軽
ん
じ
て
い
た
と
解
釈
し
て
い
る
点
が
異
な
る
。

旧
本
は
み
な
「
関
東
」
と
な
っ
て
い
て
、
朱
鶴
齢
筆
注
本
が
「
関
中
」
と
し
て
い
る
の
は
誤
り

家
全
集
』
本
及
び
銭
謙
益
写
校
本
と
も
に
「
東
」
に
作
る
の
で
、

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
東
」
か
「
中
」
か
は
少
な
か
ら
ず
解
釈
に
関
わ
る
が
、
今
日
に
お
い
て
善
本
と
み
な
し
う
る
『
唐
詩
百
名

そ
れ
に
拠
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
う
え
、
起
承
句
は
対
句
ゆ
え
、
「
代
北
」

に
対
し
て
「
関
東
」

の
方
が
よ
り
対
句
と
し
て
緊
密
で
も
あ
る
。

以
上
、
三
方
向
の
解
釈
の
中
で
、
最
も
実
際
の
事
と
符
合
し
て
い
る
の
は
、
高
浩
・
張
采
田
の
考
え
で
あ
ろ
う
。

石
雄
の
事
跡
が
、
李
商

隠
の
詩
に
い
う
地
名
・
官
職
等
と
符
合
し
て
い
て

一
見
、
何
の
問
題
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し

こ
う
ま
で
具
体
的
な
こ
と
を
、
李

商
隠
は
詠
じ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
う
え
石
雄
や
李
徳
裕
の
偉
大
き
を
詠
ず
る
に
し
て
は
表
現
が
迂
遠
す
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
も
の
解
釈
を
生
ず
る
ほ
ど
に
遠
回
し
に
人
を
誉
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
渇
浩
・
張
采
回
の
解
釈
に
同
意
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。
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「
代
北
」
の
地
は
、
北
方
辺
境
の
代
表
的
な
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
「
関
東
」
は
、
函
谷
関
以
東
の
地
を
い
う
の
で
、

き
わ
め
て
広
い
範
囲
を
指

す
こ
と
に
な
り
、
特
定
の
人
物
の
事
跡
に
結
び
つ
け
る
の
は
不
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
、
意
識
的
に
非
具
体
的
に
表
現
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
の
詩
は
、
あ
る
人
物
を
誉
め
た
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、

あ
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
も
、

公
然
と
は
で
き
な
い
た
ぐ
い
の
批
判
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
表
現
は
遠
回
し
に
な
り
、
読
み
手
に
様
々

な
解
釈
を
ゆ
る
す
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
わ
け
で
、
筆
者
は
第
二
の
解
釈
、
桃
培
謙
・
屈
復
の
考
え
に
同
意
し
た
い
。

第
四
首
は
、
代
北
な
ど
の
辺
境
を
守
る
兵
は
少
な
く
手
薄
な
の
に
中
央
か
ら
命
を
受
け
、
関
東
に
あ
た
る
藩
鎮
は
中
央
を
無
視
し
て
自
治

独
立
の
状
態
で
あ
り
、
中
央
当
局
は
、
普
段
、
藩
鎮
か
ら
軽
ん
ぜ
ら
れ
で
も
そ
れ
に
甘
ん
じ
て
お
り
、

い
ざ
辺
境
で
戦
争
と
な
る
と

キ
4

す
h
v

で
喜
ん
で
民
草
を
徴
兵
す
る
か
の
よ
う
な
按
配
で
あ
る
、

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



其
五

郭
令
素
心
非
頬
武

享E
A、μ 

素
心

武
を
賭
す
に
非
ず

韓
公
本
意
在
和
戎

韓
／：入
ムh、

本
意

戎
と
和
す
る
に
在
り

両
都
香
旧
偏
垂
一
保

両
都
の
香
旧

偏
え
に
一
保
を
垂
る

臨
老
中
原
見
朔
風

老
い
に
臨
ん
で
中
原

朔
風
を
見
る

第
五
首
も
、

文
学
と
は
関
係
の
な
い
内
容
で
あ
る
。

や
は
り
諸
評
注
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
大
き
く
は
二
つ
の
方
向
に

分
け
ら
れ
る
。

第
一
は
、
桃
培
謙
の
考
え
で
、
｛
女
史
の
乱
に
結
び
つ
け
る
解
釈
で
あ
る
。

中
原
喪
乱
。
宣
料
白
李
杜
以
来
。
直
至
今
日
哉
。
士
之
能
車
然
自
立
者
鮮
失
。
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中
原
の
喪
乱
が
、
李
（
白
）
・
杜
（
甫
）
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
、

そ
の
ま
ま
今
日
ま
で
続
い
て
い
よ
う
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
士

大
夫
で

（
喪
乱
の
中
に
あ
っ
て
も
）
す
ぐ
れ
て
抜
き
ん
で
て
自
分
の
立
場
を
貫
き
と
お
せ
る
人
は
少
な
い
。

『
李
義
山
詩
集
』
巻
十
六

屈
復
は
と
く
に
具
体
的
な
事
に
結
び
つ
け
て
は
い
な
い
が
、
郭
子
儀
の
こ
と
と
韓
公
す
な
わ
ち
張
仁
患
の
こ
と
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ

ば
、
や
は
り
安
史
の
乱
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

五
首
言
。
有
郭
韓
之
英
雄
而
不
用
。
所
以
両
都
垂
涙
而
中
原
朔
風
也
。

第
五
首
は
、
郭
子
儀
や
韓
国
公
（
す
な
わ
ち
張
仁
恵

の
よ
う
な
英
雄
が
い
て
も
登
用
し
な
い
の
で
、
長
安
・
洛
陽
（
の
年
寄
り
た
ち
）

が
一
保
を
流
し
、
中
原
に
北
風
が
吹
く
よ
う
に
、
｛
女
史
の
乱
で
陥
落
の
憂
き
目
を
見
た
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。



『
玉
渓
生
詩
意
」
巻
七

第
二
は
、
李
徳
裕
の
事
跡
に
結
び
つ
け
る
解
釈
で
あ
る
。
朱
葬
尊
が
引
く
楊
守
智
の
考
え
は
、

た
だ
李
徳
裕
を
誉
め
、

反
対
党
の
令
狐
絢

の
非
を
言
う
と
す
る
だ
け
で
、

と
く
に
具
体
的
な
事
件
に
は
触
れ
な
い
が
、

程
夢
星
他
の
解
釈
は
、
多
く
の
一
一
一
一
口
葉
を
費
や
し
て
、

具
体
的
事

件
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
簡
単
に
い
う
と
、
程
夢
星
は
、
会
昌
の
は
じ
め
、
回
紘
が
唐
の
領
土
内
に
南
下
し
て
き
た
と
き
、
李

ウ
イ
グ
ル

徳
裕
が
、
回
紘
は
安
史
の
乱
の
際
、
唐
を
救
う
の
に
協
力
し
た
功
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
今
攻
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
こ
と
に
結
び

こ
の
詩
を
作
っ
た
と
き
弘
農
の
尉
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
碍
浩
は
、
大
中
三
年
、
河
津
す
な
わ
ち
秦
州
・
原
州
・

つ
け
、
李
商
隠
は
、

チ
ベ
ッ
ト

安
楽
州
が
吐
蕃
か
ら
唐
の
領
土
に
復
し
た
こ
と
に
結
び
つ
け
、
そ
の
功
労
者
で
あ
る
李
徳
裕
が
す
で
に
配
所
に
没
し
て
い
る
こ
と
を
悼
ん
で
、

李
商
隠
の
こ
の
詩
が
で
き
た
と
述
べ
る
。
張
采
田
は
、
李
徳
裕
が
剣
南
西
川
節
度
使
だ
っ
た
と
き
、
当
時
、

吐
蕃
の
領
土
だ
っ
た
維
州
の
悉

但
謀
が
、
唐
に
帰
順
し
よ
う
と
し
、
李
徳
裕
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
が
、

牛
僧
揺
が
反
対
し
、

悉
但
謀
ら
を
吐
蕃
に
帰
し
た
た
め
、
彼
ら
は
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む
ご
い
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
李
徳
裕
の
意
見
を
き
い
て
い
れ
ば
、
後
、

吐
蕃
か
ら
河
濯
を
取
り
も
ど
す
の
に
、

そ
ん
な
に
時
間
は

か
か
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
、

と
李
商
隠
は
こ
の
詩
で
、
李
徳
裕
の
た
め
に
弁
明
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
何
悼
は
、
朱
鶴
齢
本
に

載
せ
る
評
に

や
は
り
李
徳
裕
と
結
び
つ
け
て

こ
の
詩
を
解
釈
し
て
い
る
が
、
鮮
子
仲
徳
な
る
人
物
が
南
を
征
討
し
た
と
き
、
敗
れ
た
兵

が
、
李
徳
裕
の
お
か
げ
で
や
っ
と
帰
れ
、
李
徳
裕
に
は
功
績
が
あ
り
、
過
失
は
な
い
と
述
べ
る
。
鮮
子
仲
徳
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
李
徳
裕

の
本
伝
に
も
手
が
か
り
を
得
な
い
。

論
点
は
二
つ
に
絞
ら
れ
る
。
寄
託
を
認
め
る
か
ど
う
か
、

そ
し
て
、
後
半
二
句
の
解
釈
と
し
て
、
長
老
た
ち
が
悲
し
ん
で
泣
い
た
の
か
、

そ
れ
と
も
喜
ん
で
泣
い
た
の
か
で
あ
る
。

こ
の
詩
に
寄
託
を
認
め
な
い
と
す
れ
ば
、
郭
子
儀
や
張
仁
思
の
こ
ろ
の
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
｛
女
史
の
乱
に
関
わ
る
の
で
、
「
両
都
」
す
な
わ
ち
洛
陽
も
長
安
も
賊
中
に
落
ち
、

長
老
た
ち
が
、
開
元
・
天
宝
と
久
し



く
平
和
に
過
ご
し
て
き
た
の
に
、
年
と
っ
て
か
ら
戦
争
に
な
り
、
中
原
が
賊
軍
に
荒
沿
わ
さ
れ
た
こ
と
を
悲
し
ん
で
泣
い
た
こ
と
に
な
る
。
張

仁
恵
は
則
天
武
后
の
こ
ろ
か
ら
開
元
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
武
将
で
、
二
一
受
降
城
を
築
い
て
、
突
厭
の
侵
入
を
防
い
だ
功
績
が
あ
る
が
、
郭

子
儀
が
ち
ょ
う
ど
安
史
の
乱
の
際
に
活
躍
し
た
こ
と
と
比
べ
る
と
時
代
が
ず
れ
る
。
し
か
し
、
玄
宗
朝
の
長
い
平
和
を
も
た
ら
す
の
に
貢
献

し
た
武
将
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

渇
浩
や
張
采
田
は
、
李
徳
裕
の
功
を
た
た
え
た
詩
と
考
え
て
い
る
の
で
、
寄
託
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
李
徳
裕
亡
き
あ
と
、
大
中

三
年
に
な
っ
て
、

や
っ
と
河
濯
の
地
が
ま
た
唐
の
も
の
と
な
り
、

そ
こ
で
遺
民
と
な
っ
て
い
た
人
た
ち
が
、
宮
城
に
参
じ
、

天
子
が
慰
撫
し

て
、
漢
の
衣
服
に
改
め
さ
せ
る
た
め
冠
帯
を
賜
わ
り
、
皆
感
激
し
て
泣
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
問
題
な
の
は
、
実
際
、
「
両
都
」

の
う
ち
の
洛
陽
が
関
係
な
い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
、

河
濯
の
地
に
結
び
つ
く
表
現
が
詩
の
中
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
五
首
も
、
第
四
首
と
同
様
、
寄
託
が
あ
る
と
し
て
、
具
体
的
な
こ
と
に
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
と
す
る
と
、

や
は
り
無
理
が
生
ず
る
よ
う
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で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
第
五
首
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
か
。
第
四
首
と
と
も
に
、
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
詩
で
あ
る
が
、
か
文
。

よ
り
か
武
。
で
あ
る
と
言
っ
た
李
商
隠
が
、
第
四
首
・
第
五
首
に
お
い
て
、
グ
武
。
を
も
問
題
な
し
と
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
第
四
首
で
、

わ
か
り
に
く
い
政
治
批
判
ら
し
き
こ
と
を
示
唆
し
、
第
五
首
で
、

た
と
え
立
派
な
武
将
が
い
て
も
、
｛
女
Hm
山
の
よ
う

な
や
か
ら
を
拾
頭
き
せ
て
は
、
平
和
を
謡
歌
し
て
い
た
中
原
の
地
も
、
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
グ
武
。
だ
け
で
政
治
を
行
な
う
こ

と
は
無
理
な
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
「
漫
成
五
章
」
は
、
す
べ
て
が
文
学
に
つ
い
て
の
詩
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
杜
甫
の
か
論
詩
絶
句
々
と
は
無
関
係
な
の
か
と
い
う
と
、

筆
者
は
無
関
係
で
は
な
い
と
思
う
。
寄
託
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
杜
甫
の
「
戯
れ
に
六
絶
句
を
為
る
」
に
も
寄
託
を
認
め
よ
う
と
す
る



論
家
は
い
る
。
ま
た
、
杜
甫
の
詩
の
中
に
も
、
「
解
悶
十
二
首
」
な
ど
の
よ
う
に
、
す
べ
て
が
文
学
に
つ
い
て
の
詩
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
の

で
あ
る
。
李
商
隠
が
杜
甫
と
関
わ
り
な
く
「
漫
成
五
章
」
を
作
っ
た
と
は
い
え
ま
い
。

」↓↓

次
に
、
「
漫
成
三
首
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
「
漫
成
五
章
」
と
は
ち
が
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
結
び
つ
き
が
強
く
、

三
首
で
総
合
的
に
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
、

は
じ
め
に
三
首
す
べ
て
を
掲
げ
よ
う
。

其
不
妨
何
沼
尽
詩
家

妨
げ
ず
何
沼

尽
く
詩
家
た
る
を

将
来
擬
並
洛
陽
花

物
華
を
重
ん
ず
る
を

遠
く
龍
山
千
里
の
雪
を
把
っ
て

将
ち
来
た
っ
て
洛
陽
の
花
に
並
べ
ん
と
擬
す

司ノ－
L
U
 

未
解
当
年
重
物
華

未
だ
解
せ
ず
当
年

遠
把
龍
山
千
里
雪

其
沈
約
憐
何
遜

沈
約

何
遜
を
憐
れ
み

延
年
設
謝
荘

延
年

謝
荘
を
致
る

清
新
倶
有
得

清
新

倶
に
得
る
有
り

名
誉
底
相
傷

名
誉
底
ぞ
相
傷
つ
け
ん

其



霧
タ
詠
芙
薬

霧
タ

芙
葉
を
詠
じ

何
郎
得
意
初

何
郎

得
意
の
初
め

此
時
誰
最
賞

此
の
時

誰
か
最
も
賞
せ
ん

沈
氾
両
尚
書

沈
氾

両
尚
書

三
首
と
も
六
朝
梁
の
何
遜
に
関
わ
る
詩
で
あ
る
。
第
二
首
、
第
三
首
は
五
言
絶
句
で
、

い
わ
ゆ
る
か
論
詩
絶
句
。
の
七
言
絶
句
と
い
う
詩

形
の
枠
を
出
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
第
三
首
に
、
何
遜
の
こ
と
を
沈
約
・
氾
雲
ふ
た
り
が
誉
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
杜
甫
が
「
解

お

も

っ

と

悶
十
二
首
」
第
四
首
に
、
友
人
の
蒔
球
を
懐
っ
て
、
「
沈
沼
早
に
知
る
何
水
部
、
曹
劉

待
た
ず
蒔
郎
中
」
と
詠
じ
て
い
る
こ
と
と
関
わ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詩
形
は
と
も
か
く
、
杜
甫
の
こ
の
詩
が
李
商
隠
の
念
頭
に
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

諸
評
注
の
中
に
も
、
杜
甫
の
影
響
を
Z

一
一
口
う
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
詩
に
寄
託
を
認
め

吋
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る
か
ど
、
っ
か
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
み
る
と
、

か
な
り
多
く
の
評
注
が
寄
託
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
例
え
ば
凋
浩
は
次
の
よ
う
に
述
べ

ヲ。。

浩
日
。
此
開
成
三
年
初
婚
王
氏
而
応
鴻
博
時
作
也
。
末
首
上
二
句
借
謂
初
婚
。
下
二
句
謂
周
李
両
学
士
挙
之
也
。
詳
文
集
。
次
章
首
句

指
愛
我
者
。
次
句
指
忌
我
者
而
言
。
皆
属
文
人
。
何
為
争
名
相
忌
。
蓋
時
在
不
中
選
之
前
。
難
己
遭
忌
。
尚
未
大
甚
。
故
語
猶
椀
約
。

三
首
皆
以
何
遜
白
比
。
首
言
氾
不
如
何
。

三
言
沈
氾
同
賞
。
蓋
所
重
不
在
氾
。
不
妨
錯
言
之
。

高
浩
が
＝
一
一
口
う
。
こ
れ
ら
の
詩
は
開
成
三
年
、

王
氏
と
結
婚
し
た
ば
か
り
で
、
博
学
鴻
（
宏
）
詞
科
の
試
験
を
受
け
た
と
き
の
作
で
あ
る
。

第
三
首
の
前
半
二
句
は
（
何
遜
の
こ
と
に
）
か
こ
つ
け
て
、
自
分
が
結
婚
し
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
言
い
、

後
半
二
句
は
、
周
（
堤
）
、

の
ふ
た
り
の
学
士
が
李
商
隠
を
取
り
立
て
よ
う
と
し
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
『
（
奨
南
）
文
集
』
に
詳
し
い
。
第
二
首
の
起

李
（
回
）



句
は
、
自
分
を
可
愛
が
る
人
を
指
し
、
承
句
は
自
分
を
嫌
う
人
を
指
し
て
三
一
日
う
。

み
な
文
人
の
は
し
く
れ
な
の
に
、

ど
う
し
て
名
声
を

争
い

互
い
に
憎
み
合
う
の
だ
ろ
う
か
。
思
う
に

こ
れ
ら
の
詩
を
作
っ
た
と
き
は
、

試
験
に
落
第
す
る
前
で
、
す
で
に
嫌
わ
れ
た
り

し
て
い
た
も
の
の
、

ま
だ
き
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
か
っ
た
の
で
、
詩
の
こ
と
ば
は
ま
だ
も
の
や
わ
ら
か
な
言
い
方
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三
首
は
み
な
何
遜
を
自
分
に
た
と
え
て
い
る
。
第
一
首
は
氾
雲
は
何
遜
に
及
ば
な
い
と
言
い
、
第
三
首
は
沈
約
・
氾
雲
が
ど
ち
ら
も
誉

め
る
と
い
う
。
思
う
に
、

十
氾
雲
を
重
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
「
不
妨
」
と
い
う
の
は
、

何
遜
に
氾
雲
も

混
ぜ
て
言
っ
た
の

だ
ろ
、
っ
。

『
玉
渓
生
詩
詳
註
』
巻
一

局
浩
は
、
李
商
隠
が
自
分
の
こ
と
を
何
遜
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
と
述
べ
る
。
他
に
、
朱
繋
尊
、
何
悼
、

程
夢
星
、
紀
向
、

張
采
田
も
寄
託

が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

64-

寄
託
の
あ
る
な
し
を
考
え
る
前
に
、

ま
ず
、
詩
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
第
一
首
は
、
何
遜
と
氾
雲
が
や
り
と
り
し
た
聯
句
「
氾
広
州
宅

聯
句
」
に
、
「
洛
陽
城
の
東
西
、
却
っ
て
作
す
経
年
の
別
れ
。
昔

去
り
し
と
き
雪

花
の
知
く
、
今

来
た
れ
ば
花

雪
の
似
し
。
」
（
氾
雲

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
の
詩
の
主
体
を
今
の
詩
人
た
ち
、
す
な
わ
ち
、
李
商
隠
と
同
時
の
詩
人
た
ち
に
置
く
と
、
今
の
詩
人
た
ち

は
、
何
遜
も
沼
雲
も
ど
ち
ら
も
立
派
な
詩
人
だ
と
認
め
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
も
の
の
、
当
時
、

こ
の
二
人
の
詩
人
が
い
か
に
自
然
の
美

を
重
ん
じ
て
い
た
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
千
里
も
離
れ
た
龍
山
の
雪
を
洛
陽
の
花
と
並
べ
よ
う
と
し
た
、
そ
の
自
然
の
美
を
深
く

愛
し
た
ゆ
え
の
表
現
の
素
晴
ら
し
き
を
わ
か
つ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、
主
体
を
李
商
隠
自
身
に

置
く
解
釈
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
い
さ
さ
か
譜
譲
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
何
遜
も
沼
雲
も
ど
ち
ら
も
立
派
な
詩
人
だ
と
は
思
、
つ
け
れ
ど
、

当
時
、
二
人
が
自
然
の
美
を
重
ん
じ
て
い
た
と
は
受
け
と
め
か
ね
る
。
遠
く
千
里
も
離
れ
た
龍
山
の
雪
と
洛
陽
の
花
と
を
並
べ
よ
う
と
し
た



り
す
る
の
だ
か
ら
。

ど
ち
ら
に
解
釈
す
る
に
し
て
も

こ
の
詩
は
や
や
遊
戯
的
な
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
第
二
首
、
第
三
首
も
同
様
の
感
じ

が
す
る
。

第
二
首
は

沈
約
が
何
遜
の
詩
を
愛
し
、
「
五
日
れ
卿
の
詩
を
読
み

一
日
三
復
し
、
猶
お
己
む
能
わ
ず
。
」
と
言
っ
た
こ
と
（
『
梁
書
』
巻
四

十
九
何
遜
伝
）
と
、
六
朝
宋
の
孝
武
帝
が
顔
延
之
に
、

謝
荘
の
「
月
賦
」
は
ど
う
だ
と
問
、
っ
た
と
き
、
顔
延
之
は
、
「
美
な
る
は
則
ち
美
な
り

失
。
但
だ
荘

始
め
て
『
千
里
を
隔
て
て
明
月
を
共
に
す
る
』
を
知
る
な
ら
ん
」
と
答
え
、
孝
武
帝
が
そ
れ
を
謝
荘
に
話
す
と
、

謝
荘
は
「
延

之
『
秋
胡
の
詩
』
を
作
り
、
始
め
て

『
生
き
て
は
久
し
く
離
別
を
為
し
、

没
し
て
は
長
く
帰
ら
ざ
る
を
為
す
』

と
知
る
な
ら
ん
」
と
や
り
か

え
し
た
と
い
う
話
（
「
南
史
』
巻
二
十
謝
荘
伝
）
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。
李
商
隠
は
、
詩
人
の
中
に
、

沈
約
の
よ
う
に
何
遜
を
可
愛
が
る
人
も

い
れ
ば
、
顔
延
之
の
よ
う
に
謝
荘
を
け
な
す
人
も
い
る
。

い
ず
れ
の
詩
人
の
作
も
清
新
で
、
取
り
柄
が
あ
る
の
に
、

ど
う
し
て
互
い
に
名
声
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ζ
U
 

を
傷
つ
け
合
う
の
だ
ろ
う
と
、

正
反
対
の
詩
人
た
ち
を
比
べ
て
い
る
。
第
一
首
の
雪
と
花
の
対
比
、
第
二
首
の
誉
め
る
の
と
け
な
す
の
と
、

両
極
端
の
組
み
合
わ
せ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
三
首
は
、
何
遜
の
「
伏
郎
の
新
た
に
婚
す
る
を
看
る
詩
」
に
「
霧
タ

蓮

水
よ
り
出
で
、
霞
朝

日

梁
を
照
ら
す
。
何
如
ぞ
花
燭

の
夜
、
軽
扇

紅
粧
を
掩
う
。
」
と
詠
じ
て
い
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。
霧
が
か
か
っ
た
夕
暮
れ
に
、
蓮
の
花
（
恋
と
通
じ
る
）
を
詠
じ
（
恋

が
か
な
っ
て
）
、
何
遜
は
妻
を
も
ら
っ
た
ば
か
り
。
こ
の
と
き
だ
れ
が
一
番
ほ
め
た
だ
ろ
う
。
沈
約
と
氾
管
一
宮
の
ふ
た
り
の
尚
書
で
あ
る
と
解
釈

で
き
よ
う
。
沼
雲
も
何
遜
を
推
賞
し
た
こ
と
は
、

や
は
り
『
梁
書
」
巻
四
十
九
何
遜
伝
に
見
、
え
る
。
第
三
首
は
、
第
一
首
、
第
二
首
と
合
わ

せ
て

し
め
く
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
首
の
構
成
か
ら
み
て
、

か
な
り
意
識
的
に
組
織
さ
れ
、
三
首
が
総
合
き
れ
て
、

お
も
し
ろ
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
何



ら
か
の
寄
託
が
か
り
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
場
浩
ら
が
主
張
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
遊
戯
的
な
と
こ
ろ

か
ら
み
て
、
案
外
、
楽
屋
落
ち
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
李
商
隠
が
自
分
を
何
遜
に
た
と
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

余
方
に
『
連
育

こ
れ
も
断
定

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
李
商
隠
の
「
韓
冬
郎

即
席
に
詩
を
為
り
相
送
る
。

座

尽
く
驚
く
。
他
日

坐
に
侍
り

L
レト’
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第
二
首
に
「
剣
桟

風
橋
の
句
を
追
吟
す
る
に
老
成
の
風
有
り
。
因
っ
て
二
絶
を
成
し
、
寄
酬
し
、
兼
ね
て
畏
之
員
外
に
呈
す
」
と
題
す
る
詩
の

到
る
時
は
春
。
何
遜
に
湿
っ
て
聯
句
を
休
む
る
が
為
に
、
痩
せ
尽
す
東
陽

各
々
苦
辛
し
、
別
れ
し
時
は
氷
雪

佃
す
る
こ
と
久
し
』

姓
は
沈
の
人
。
」
と
詠
じ
て
い
て
、
李
商
隠
は
自
分
を
沈
約
に
、
韓
併
を
何
遜
に
た
と
え
て
い
る
。
何
遜
に
た
と
え
ら
れ
る
人
は
若
く
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
李
商
隠
自
身
が
最
も
好
ん
で
自
分
の
こ
と
を
た
と
え
る
の
は
、

司
馬
相
如
で
あ
る
。
例
え
ば
「
令
狐
八
拾
遺
絢
招
か
れ
て
、
表

十
四
の
華
州
に
帰
る
を
送
る
」
詩
に
「
嵯

「
成
都
の
高
苗
二
従
事
に
寄
す
」
詩
に
「
紅
蓮 余

久
し
く
臨
祁
の
渇
を
抱
く
、
便
ち
君
に
因
っ
て
釣
磯
を
問
わ
ん
と
欲
す
」
と
詠
じ
、

ま
た
、

幕
下

紫
梨

新
た
な
り
、
命
は
断
つ

湘
南

病
渇
の
人
」
と
詠
じ

さ
ら
に
「
令
狐
郎
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中
に
寄
す
」
詩
に
も
「
問
う
を
休
め
よ
梁
園
の
旧
賓
客
、
茂
陵
の
秋
雨

病
相
如
」
と
詠
じ
て
い
る
。

必
ず
し
も
、
寄
託
あ
り
と
考
え
な
く
て
も
、

こ
れ
ら
の
三
首
は
充
分
機
知
に
富
ん
だ
作
品
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
寄
託
が
な
け
れ
ば
お
か

し
い
と
思
わ
れ
る
詩
で
は
な
い
と
思
う
。
詩
人
の
組
み
合
わ
せ
の
き
っ
か
け
は
、
杜
甫
に
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
漫
成
」
詩
二
組
に
つ
い
て
、
考
え
た
と
こ
ろ
を
述
べ
て
き
た
が
、

い
わ
ゆ
る
か
論
詩
絶
句
U

の
枠
で
考
え
る
と
、
収
ま
り
き
ら
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
後
世
の
戴
復
古
・
元
好
問
ら
の
出
現
に
よ
っ
て
、
グ
論
詩
絶
句
。
の
枠
は
確
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
杜
甫
の
グ
論
詩
絶
句
。

は
、
後
世
の
そ
れ
よ
り
い
さ
き
か
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
李
商
隠
は
、
杜
甫
の
そ
う
い
う
や
り
方
に
自
然
と
影
響
き
れ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
う
え
で
、
李
商
隠
独
自
の
視
点
、
発
想
を
展
開
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
グ
論
詩
絶
句
。
の
典
型
化



は
、
戴
復
古
・
一
五
好
聞
の
時
代
ま
で
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
杜
甫
の
切
り
開
い
た
絶
句
の
一
つ
の
可
能
性
は
、
李
商
隠
の
注
意
を
引

い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
李
商
隠
は
、
杜
甫
の
新
し
き
を
吸
収
し
つ
つ
、

注
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独
自
の
詩
作
を
行
な
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

4 

例
え
ば
周
益
忠
「
論
詩
絶
句
発
展
之
研
究
」
国
立
台
湾
師
範
大
学
国
文
研
究
所
集
刊
二
七
一
九
八
三
年
六
月

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
光
緒
中
常
熟
宗
氏
刊
民
国
六
年
徐
兆
埠
印
本
「
宗
月
鋤
先
生
遺
箸
八
種
」
所
収
に
拠
る
。

と
く
に
杜
甫
の
後
世
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
黒
川
洋
一
『
杜
甫
の
研
究
』
（
一
九
七
七
年
十
二
月
）
第
四
章
「
杜
詩
の
発
見
」
に
詳

し
く
論
究
さ
れ
て
い
る
。

李
商
隠
の
詩
集
の
考
証
に
つ
い
て
は
、
荒
井
健
「
李
義
山
詩
集
小
考
｜
｜
よ
く
は
分
か
ら
ぬ
宋
版
の
こ
と
｜
｜
」
（
『
東
方
学
報
』
第
五
十
二

冊

一

九

八

O
年
三
月
）
に
詳
し
く
論
究
さ
れ
て
い
る
。

「
漫
成
五
章
」
が
い
つ
作
ら
れ
た
か
は
、
寄
託
す
る
内
容
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
程
夢
星
は
、
李
商
隠
が
弘
農
の
尉
だ
っ
た
と
き
の
作
と
い
う

が
、
そ
の
年
譜
に
は
開
成
四
年
（
八
三
九
）
に
弘
農
の
尉
だ
っ
た
と
見
え
る
の
で
、
ま
だ
回
鵠
の
乱
は
起
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
矛
盾

が
生
じ
て
い
る
。
鳴
浩
に
よ
れ
ば
、
大
中
三
年
（
八
四
九
）
の
河
浬
収
復
よ
り
の
ち
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
張
采
田
は
大
中
三
年
の
作

と
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
寄
託
す
る
と
こ
ろ
が
諸
家
が
考
え
て
い
る
と
お
り
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
繋
年
は
あ
ま

り
意
味
が
な
い
。

『
神
大
南
文
集
』
巻
八
「
陶
進
士
に
与
う
る
書
」
に
、
「
前
年
乃
ち
吏
部
上
の
中
書
と
為
り
、
帰
っ
て
自
ら
驚
き
笑
い
、
又
た
復
ぴ
慎
恨
す
。
周

李
二
学
士
大
徳
を
以
て
我
に
加
え
、
夫
れ
所
謂
博
学
宏
詞
は
、
宣
に
容
易
な
ら
ん
哉
。
：
・
（
前
年
乃
為
吏
部
上
之
中
書
。
帰
白
驚
笑
。
又
復

慢
恨
。
周
李
二
学
士
以
大
徳
加
我
。
夫
所
謂
博
学
宏
詞
者
。
宣
容
易
哉
。
・
：
）
」
と
見
え
る
。

「
漫
成
三
首
」
の
第
一
首
に
は
、
す
で
に
詳
し
い
注
釈
が
あ
る
。
『
東
方
学
報
』
第
五
十
一
冊
二
九
七
九
年
三
月
）
「
李
義
山
七
絶
集
釈
稿

つ
己
」
に
収
め
ら
れ
、
筆
者
の
第
一
の
訳
は
こ
れ
に
拠
る
。

『
唐
詩
百
名
家
全
集
』
本
は
「
徐
」
に
作
る
が
、
こ
れ
は
「
余
」
の
方
が
適
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
東
方
学
報
』
第
五
十
冊
こ
九
七
八
年
三
月
）
「
李
義
山
詩
各
本
篇
目
対
照
表
」
に
よ
る
作
品
番
号
は
二
九

O
で
あ
る
。
作
品
番
号
九
四
は

同
題
で
別
の
詩
で
あ
る
。
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